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近年，パルス幅がサブナノ秒の励起光を用いることで，ポラリトンによる誘導ラマン散乱（SRS）

を用いた THz波発生の出力が飛躍的に向上した 1)．その成果は，サブナノ秒パルスを用いて誘導

ブリルアン散乱（SBS）を抑制し，SRSに利得を集中させた結果である．この SRSを介したパラ

メトリック利得は，ポラリトンのダンピングのモデルと実効的な非線形光学係数から理論的に予

測されているが 2)，実験的には測定されていない．これは，結晶自身の THz波に対する吸収係数

が大きいこと，および，ノンコリニア位相整合条件下において結晶長を連続的に変化させる必要

があることから，パラメトリック利得を測定することが困難であったためである．パラメトリッ

ク利得の実験値と理論計算値の比較ができれば，SRSを用いた THz波発生を正確に設計できるよ

うになり，さらなる高出力化も期待できる． 

本研究では，SBS 抑制下における SRS からの THz 波出力の結晶長依存性の直接測定により，

MgO:LiNbO3 結晶のパラメトリック利得を正確に測定した．実験では，吸収損失を低減でき，か

つ，結晶長を連続パラメータ化できる台形結晶を用いた表面結合方式 3)を提案し，THz 波出力結

晶長依存性の詳細を初めて実験的に明らかにした． 

Fig. 1に，励起光強度 1.25 GW/cm
2のときに

測定した THz 波出力の結晶長依存性を示す．

台形結晶を平行移動させることで，1.6 cmから

3.8 cmの範囲で結晶長を変化させた．測定の結

果，THz波出力は閾値結晶長（Lth）を超えると

指数関数的に増大し，そのスロープ係数と閾値

結晶長は THz 波周波数に依存することを明ら

かにした．本実験では，THz波出力の結晶長依

存性を測定しているため，このスロープ係数は

SRSのパラメトリック利得を意味する．例えば，

2.3 THz におけるパラメトリック利得は，5.53 

cm
-1と得られた． 
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Fig. 1. Crystal-length dependence of THz-wave output. 
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